
（Ｒ４）空き家実態調査を活用した使っていない家を市場に出すためのサポート体制及び所有者と利活用希望者とを
つなぐシステムの構築 (一般社団法人空き家コミュニティ) 発表資料

課題 「空き家サポートネットワーク」を設立し、空き家問題解決のための無料相談会を開催し対応してきたが、相
談件数が少ない。相談から解決の途中で相談者の意欲が消えてしまい、空き家の情報が埋もれてしまっている。
県の空き家バンク制度を利用しているが、経過把握やサポートが難しい。空き家の実態調査も行っているが、
データ分析に留まっている。

目的 空き家の実態調査を活用して、空き家情報の把握、空き家の利活用の提案をするために、宇多津町独自の「登
録制度」を作り、眠っている空き家情報を掘り起こし、短期間で利活用の提案をし、空き家の活用につなげる。

取組内容 ①空き家実態調査を活用した空き家の掘り起こし②「活かせる空き家のマッチングシステム」の構築
③出張空き家相談会の開催④「住まいの未来を考えるノート」の書き方セミナー開催⑤取組内容の公表

成果 〇空き家の実態調査を元に現地を確認することで、実態調査では確認できない空き家候補、空き家の状態把握
ができた。
○空き家所有者へ直接アプローチした結果、所有者から返信があり、意思確認が出来た。
〇空き家サポートネットワークが主催する無料相談会を開催し、相談者にマッチングシステムへの登録を促す
ことで「登録物件」を増やすことができた。
〇「住まいの未来を考えるノート」の出張書き方セミナーを開催することで、自身の所有する空き家の今後に
ついて向き合う時間を提供できた。空き家問題の再認識ができた。

〇活かせる空き家の掘り起こしのための実態調査

宇多津町が行った空き家の実態調査を基に、空き家サポートネットワーク
（宅建士、建築士、まちづくり課担当者）が空き家の状態を外観目視にて調
査し、調査表の作成を行った。

外観目視調査表

※事業概要 宇多津町の空き家は増えており、その情報が埋もれてしまい把握できない状況にある。宇多津町全世帯に対し、広報、ＨＰ等で無
料相談会、活かせる空き家のマッチングシステム等の案内をした。空き家の実態調査をもとに現地確認も行い、空き家所有者へ直接アプローチ
も試みた。成果は、マッチングシステムへの登録件数の増、現地確認をすることで空き家候補、状態の把握ができ、所有者の意思確認も出来た。



活かせる空き家の掘り起こしのための実態調査

〇活かせる空き家の掘り起こしのための実態調査

外観目視にて調査した空き家で、判定が「Ａ、Ｂ」の空き家について、宇多津町 まちづくり課から「宇多津町空き家の状況等に関する調査」を
郵送した。25件郵送し、回答は5件あった。回答のあった所有者に空き家の利活用の希望がある場合は、建物調査をし、利活用の提案をして
いく。調査後の結果から、空き家になってからの期間が長い物件が多くみられた。所有者に調査票を送り、働きかけることで利活用の機会を作
る。



「活かせる空き家のマッチングシステム」の構築

〇活かせる空き家のマッチングシステム

宇多津町が運営する空き家バンクとして「活かせる空き家

のマッチングシステム」を設置した。

空き家所有者、利用希望者が安心して登録できるシステム

である。利用希望者は、まちづくり課での面談後、身分証明

書を確認、必要書類を提出して登録が完了する、

空き家所有者は、申し込みからホームページ掲載までを空き

家サポートネットワークがサポートする。

現在の登録数は、利用希望者が3名、空き家所有者が2名

登録している。空き家登録件数が少ない理由としては、告知

不足、空き家所有者の空き家処分に対する気持ちが前向き

になれない等が考えられる。

今後は、告知と共に空き家の無料相談会に来た方へのシ

ステム紹介をすることで登録件数を増やして行きたい。



空き家の無料相談会・マッチングシステムの告知

空き家相談窓口（月1回開催）
フリーペーパーの無料掲載

○宇多津町エリア約9100世帯配布実績のあるプリーペーパー「月刊マルータ」の無料掲載枠、有料掲載枠を利用して、空き家の無料相談会、
活かせる空き家のマッチングシステムの告知をした。宇多津町エリア約9100世帯配布実績

活かせる空き家のマッチングシステム
フリーペーパーの有料掲載



〇月1回開催 空き家の無料相談会

相談者が安心して相談出来る窓口を「まちづくり課の相談窓口（随
時受付）」、「月1回開催 空き家無料相談会」の2パターンにし、相談
業務、空き家情報掘り起こしが出来るようにした。
「まちづくり課の相談窓口」への相談件数は減少したが、「月1回開催
空き家無料相談会」は、昨年のモデル事業終了後も継続して開催し
ており、現在までに15件の相談を受け、提案書をお渡ししている。
開催日当日は、事前予約の相談、開催日当日の相談も受け付け
た。相談者が間違った情報に左右されず、解決に向けて行動できる
ように専門家の適切な聞取り、アドバイス、提案書によるサポートを
することにより、相談者自身の考えがまとまり、解決への第一歩が安
心して踏み出せている。
司法書士会、宅建協会の担当者も協力的に活動をしてくれている。
相談者に合った、正しい情報を紙でお渡しすることで、相談者の高齢
化が進む中、空き家問題について家族と情報共有することができ、
空き家問題が置き去りにならず、解決へ向かうことができている。
相続問題の解決が難しい。所有者の空き家に対する思いの整理が
出来ない。などで問題解決に時間がかかっているのが現状である。

空き家の無料相談会（月1回開催）

＜空き家相談窓口（随時相談）＞
令和3年度 住宅市場を活用した
空き家対策モデル事業で作成

＜空き家相談窓口（月１回開催）＞



ノートの書き方ワークショップ
〇「住まいの未来を考えるノート」の書き方ワークショップ

ノートは、宇多津町全世帯に広報の折込として配布し、ワークショップを開催した。
出前講座も同時期に開催した。
地域の公民館等で定期的に開催されている体操教室のあとに、出張タイプのセミナーを実施した。

3ヶ所からの申込があった。参加者の方も顔なじみのかたばかりで、和やかな雰囲気での開催となった。
ノートの内容を抜粋して短時間で分かりやすい説明を心掛けた。分かりにくい用語、書き方をアドバイ
スをすることで、高齢者でも自身の所有する空き家の情報を書き出すことができていた。ノートタイプで
あるので、記入後の紛失を防ぐことができる。
ワークショップに参加の方が「空き家があって困っている。」とのことであったので、月1回開催の「空き
家の無料相談会」があることをお知らせした。その後、予約して相談に来られた。何かのきっかけがあ
り、相談窓口があれば「行ってみよう。」と行動を起こすことができるのだと実感した。

＜ノートの書き方ワークショップ風景＞


